
食品衛生管理サービス「HACCP Station」に「熱中症アラート機能」を

追加 

原田産業株式会社（本社：大阪市、代表取締役 社⾧ 原田暁、以下「原田産業」）は、食品製造現場の衛生管理

サービス「HACCP Station」の新機能として「熱中症アラート機能」をリリースしました。 

新機能「熱中症アラート」開発の背景 

2025 年 6 月 1 日に施行された改正労働安全衛生規則では、熱中症による労働災害の防止を目的として、WBGT

値（暑さ指数）の活用など、職場における具体的な予防措置の実施が義務付けられました。 

こうした法令改正への対応を支援するため、「HACCP Station（ハサップステーション）」の新機能として「熱

中症アラート機能」をリリースいたしました。 

衛生管理業務の効率化やデジタル化に加え、従業員の健康状態をより適切に把握・管理できる環境を提供する

ことで、安全衛生管理体制の強化をサポートします。 

 

「HACCP Station」とは 

企業の HACCP 対応に必要な帳票管理・温湿度計測・従業員の健康・身だしなみをクラウド上で一元管理！ 

衛生管理水準のアップ、現場の作業時間の短縮や省人化を図るトータルサービスです。 

温度センサー・中心温度計・ゲートウェイのハードウェアと、温度データの確認や帳票チェック・管理を行う

ウェブアプリケーションを一緒に提供しています。 

 

 

HACCP Station の詳細はこちら： 

https://www.haccp-station-info.com/ 



熱中症アラート機能について 

・WBGT 値（暑さ指数）異常時のアラート通知 

WBGT 値が異常と判定され設定条件に達した場合、システムから自動でアラート通知を行います。アラートは

システム上で画面ポップアップ表示され、メールでも通知されます。 

 
 

・ヒートマップおよび温湿度推移グラフの表示 

気温と湿度から WBGT 値が確認できるヒートマップの他、温度・湿度の推移をグラフで確認することができま

す。 

 
 

・温湿度データは CSV でダウンロード可能 

計測されたデータは、過去 24 時間分の詳細データを CSV 形式でダウンロード可能です。 

 



「HACCP Station」は、食品工場をはじめ、ホテルや外食チェーン、スーパーマーケットなど、多様な食品製造

の現場でご採用いただいています。業態を問わず幅広いお客様から支持をいただいており、食品の安全・品質

を支える製品として活用の場を広げています。 

 

HACCP Station 導入事例： 

https://www.haccp-station-info.com/casestudy/ 

 

製品リリース以来、お客様から寄せられたご要望や現場での課題を反映しながら、継続的な機能強化とサービ

スの改善を重ねてまいりました。これからもお客様の声を大切にし、課題解決に寄り添った製品開発を通じ

て、さらなる価値創出と利便性向上に努めてまいります。 

 

 

 

会社概要 

2023 年に創業 100 周年を迎えた原田産業は、造船、建設、医療、介護、食、エレクトロニクスなど幅広い業界

向けに商品・サービスを提供するグローバル商社です。 

 

所在地：〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場 2 丁目 10 番 14 号 

TEL：06-6244-0171 

FAX：06-6244-0157 

コーポレートサイト：https://www.haradacorp.co.jp/ 

サステナビリティ関連商品・サービス紹介 特設サイト：https://www.haradacorp.co.jp/sdgs/ 

 

 

■本件に関する問い合わせ先： 

原田産業株式会社 

データインサイトマーケティングチーム 

 

〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場 2 丁目 10 番 14 号 

メールアドレス：dim@haradacorp.co.jp 

 

【お問い合わせ先】 

担当部署：フードセーフティーチーム 

HACCP Station サービスサイト：https://www.haccp-station-info.com/ 

問い合わせ：https://www.haccp-station-info.com/contact/ 

関連サイト（食品業界向け衛生資材）：https://haradacorp-foodsafety-trend.com/ 


